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奈 良市民憲章

.血""事のふ畠暑と.，唱しい自量色すぐれttfl量曹を

守号、 "に世む~.，~ふ~1:> l."自"揖"生・" . 

う
高且"車tひ切"ち. ..軍U蝿車守、 u，，~ゥ>.

."瞳い人且区白り"ιう.

車車，唖量司事ち、みιιのしあ"U'~め民、 ~U'い

に圃"島いま" う. 
. 血，措置で平自白まち，噛i<!ιはあたたかく園町に樺

'"ι う，
.血"時，.， まち，市民の嗣車で、，阻止..の企れた

耳Lい置品よいまちづ， H l草"う.

(編)(集)(後)(記)

「高良市民だより」岨今年5月 1日号か

ι件』量・内容告一新してお届けLています@

特に市民書面白ベ ジ音量.，畠"ど、より

親し宜れ畠，申告目指Lています惨ところ

で、弘同今回目誌面量一斬 Lたことについ

て田豊島盟や意見是正人 ・知人担ど会う人ご

と記尋拍畠己とにしτいます.聞く 人が知

λで』巴畠ためか、 「慎みやす〈なゥた'"

か叩やす〈江..， I':;Jという評価奇書〈白人

から樽られfll:.・・2て、市民白骨さんの

ご思想l主Eうで Lょうか. いろいろ立ご宜

且をいただリれ"‘串りがたいと圃 q てい

ます. (0) 
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